
キーワード：

Keywords:

塩竈市浦戸桂島・野々島における地質構造

 

Geological structure of Urato Katsurashima Island and Nonoshima

Island, Shiogama City
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　2019 年度に行った浦戸巡検にて松島層・⼤塚層の2 つの地層が明確に露出していることに興味を持

ち，野々島における地質構造を考察した。本研究においてはその継続研究として調査範囲をさらに西側の桂島

まで拡⼤し，より広範囲で浦戸諸島の地質構造を解釈することとした。 

　【結果】桂島東部に向斜構造が存在することが分かった。その向斜軸は南南東向きにプランジ角は2°で

あった。図面化した結果，野々島から桂島にかけて緩やかな傾斜の背斜構造・向斜構造がそれぞれ存在するこ

とが分かった。また地層が横倒しになっている場所も確認された。 

 

　【考察】日本列島の形成史のなかで，日本海拡⼤の影響による火⼭活動や地殻変動によってもたらされたの

が松島層である。松島層には堆積途中の地震によってスランプ構造が発生した場所が確認された。ま

た，引っ張り場の状態が続いたことで正断層が確認された。また，横倒しになった地層が確認された地点にお

いてはこの引っ張り場を生じるような段階での地震動により，水中で崩落あるいは海底地すべりを生じたもの

と考えられる。
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